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 クレジットカードは、販売店で商品やサービスを購入し、後払いす

るためのものですが、悪質な販売店がそれを利用して問題のある取引

を行っています。 
 例えば、クレジットカードで 100万円の商品を購入したとすると、
消費者にはほとんど価値のない商品と 70万円の現金が渡されます。消
費者は利用した直後は 70万円を入手できますが、クレジット会社へは
100万円を支払わなければならず、30万円は業者への手数料となりま
す。 
 また、まったく現金は渡されず、その後連絡が取れないなどの詐欺

的なケースや、キャンセルをしたのに口座から引き落としがされてい

たという事例もあります。 

クレジットカードを現金化する業者の多くは、広告で｢安心｣｢安全｣

をうたっていますが、このような取引は、クレジットカード契約違反

になります。カード会社から退会手続きを取らされ、一度に利用金額

を支払わなければならないこともあります。 
クレジットカードの現金化は、借金が膨らむだけの大変危険な取引

ですので、絶対に行わないようにしましょう。 
 

 

契約違反の危険な取引 
 「クレジットカードで現金化」というチラシがポスト 
に入っていました。最近、よく耳にしますが、どうい 
うものでしょうか。 


